
2026. 1　●月刊公論 20

時
論
公
論

　

嵐
の
中
の
結
党
70
年

　
〝
裏
金
問
題
〟
で
非
難
を
浴
び
た
自
民

党
は
少
数
与
党
に
転
落
し
、
嵐
の
中
で
11

月
15
日
に
結
党
70
年
を
迎
え
た
。
視
界
不

良
で
あ
る
。

　

リ
ベ
ラ
ル
化
し
た
自
民
党
に
愛
想
を
尽
か

し
た
保
守
層
は
衆
院
選
、
参
院
選
で
、
新
興

保
守
政
党
の
参
政
党
、日
本
保
守
党
に
流
れ
、

自
民
党
は
衆
参
両
院
で
過
半
数
割
れ
し
た
。

　

保
守
か
リ
ベ
ラ
ル
か
の
路
線
を
問
わ
れ
た

10
月
の
自
民
党
総
裁
選
で
、
自
民
党
は
高
市

早
苗
氏
を
選
び
、
保
守
路
線
を
選
択
し
た
。

　

高
市
首
相
は
日
本
初
の
女
性
首
相
で
あ

り
、世
論
調
査
で
は
責
任
あ
る
積
極
財
政
、

防
衛
力
強
化
、
外
国
人
政
策
の
厳
格
化
も

評
価
を
得
て
い
る
。

　

し
か
し
、
野
党
の
顔
色
を
う
か
が
い
な
が

ら
の
薄
氷
を
踏
む
政
権
運
営
で
あ
る
。
高
市

首
相
は
、
早
期
の
衆
院
解
散
に
持
ち
込
み
保

守
票
を
奪
還
し
、過
半
数
を
獲
得
で
き
る
か
。

　

次
期
総
選
挙
は
参
政
党
の
台
頭
で
、
熾
烈

な
保
守
票
の
奪
い
合
い
に
な
る
。
11
月
９
日

投
票
の
葛
飾
区
議
会
選
挙
で
は
参
政
党
の
候

補
が
１
位
で
あ
り
、
自
民
党
は
17
人
擁
立

し
、
７
人
も
落
ち
た
。
ま
た
、
10
月
26
日
投

票
の
宮
城
県
知
事
選
で
は
、
自
民
党
が
支
援

し
た
現
職
は
参
政
党
が
支
援
し
た
新
人
に
辛

勝
、
わ
ず
か
１
万
５
０
０
０
票
の
差
だ
っ

た
。内
閣
支
持
率
は
高
い
が
、剣
ヶ
峰
に
立
っ

て
い
る
高
市
政
権
で
あ
る
。

　

高
市
丸
は
快
走
中
だ
が

　

Ｊ
Ｎ
Ｎ
世
論
調
査
（
11
月
３
日
発
表
）

で
は
、
内
閣
支
持
率
82
％
（
38
・
３
ポ
イ

ン
ト
増
）、
不
支
持
率
14
・
３
％
（
38
・

７
ポ
イ
ン
ト
減)

。

　

政
府
与
党
が
検
討
し
て
い
る
物
価
高
対

策
で
最
も
期
待
す
る
政
策
は
１
位
が
食
料

品
の
消
費
税
ゼ
ロ
、
２
位
は
現
役
世
代
の

社
会
保
険
料
の
引
き
下
げ
。

　

政
党
支
持
率
は　

自
民
党
28
・
９
％

（
１
ポ
イ
ン
ト
増
）、立
憲
民
主
党
５
・
５
％

（
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
）、
参
政
党
４
・
７
％

（
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
）、
維
新
の
会
３
・

９
％
（
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
）、
国
民
民
主

３
・
６
％
（
４
ポ
イ
ン
ト
減
）。　

　

高
市
首
相
が
、
関
連
経
費
を
含
め
た
防

衛
費
を
「
２
０
２
７
年
度
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

２
％
に
増
額
」
す
る
目
標
を
２
年
前
倒
し

し
て
、
今
年
度
中
に
達
成
す
る
と
表
明
し

た
こ
と
を
「
支
持
す
る
」
は
56
％
、「
支

持
し
な
い
」
は
33
％
。

　

時
事
通
信
（
11
月
13
日
発
表
）
で
は
、

内
閣
支
持
率
63
・
８
％
（
38
・
７
ポ
イ
ン

ト
増
）、
発
足
時
と
し
て
は
小
泉
純
一
郎

高
市
内
閣
の
支
持
率
高
水
準

　
～
早
期
解
散
の
好
機
だ
が
～

Ⅲ

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

　
元
杏
林
大
学
教
授

豊
島
典
雄

内
閣
に
次
ぐ
２
位
で
あ
る
。
不
支
持
率
は

10
・
８
％
（
37
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
）。

　

政
党
支
持
率
は
自
民
党
21
・
８
％
（
２
・

１
ポ
イ
ン
ト
増
）、
参
政
党
４
％
（
前
月

は
４
・
８
％
）、
立
憲
民
主
党
３
・
６
％
、

国
民
民
主
党
３
・
５
％
。

　

朝
日
新
聞
（
11
月
16
日
発
表
）
で
は
、

内
閣
支
持
率
69
％
（
10
月
は
68
％
）、
歴

代
屈
指
の
高
さ
を
維
持
し
て
い
る
。
不
支

持
率
は
17
％
（
19
％
）。

　

高
市
政
権
は
外
国
人
に
関
す
る
政
策
を

厳
し
く
す
る
方
針
だ
が
、「
期
待
の
ほ
う

が
大
き
い
」
66
％
、「
懸
念
の
ほ
う
が
大

き
い
」
24
％
。
日
本
に
来
た
り
、
暮
ら
し

た
り
す
る
外
国
人
が
増
え
た
ほ
う
が
よ
い

26
％
、
減
っ
た
ほ
う
が
よ
い
56
％
。

　

共
同
通
信
（
11
月
16
日
発
表
）
で
は
、

内
閣
支
持
率
69
・
９
％
（
５
・
５
ポ
イ
ン

ト
増
）、
不
支
持
率
は
16
・
５
％
。

　

首
相
が
表
明
し
た
防
衛
力
強
化
に
向

け
た
防
衛
費
の
増
額
方
針
に
賛
成
は
60
・

４
％
、
反
対
は
34
・
７
％
。

薄氷を踏む政権運営である
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価
し
な
い
」
は
29
％
。

　

高
市
内
閣
が
進
め
る
外
国
人
政
策
に
つ

い
て
は
、「
期
待
す
る
」
62
％
、「
期
待
し

な
い
」
25
％
だ
っ
た
。

　

産
経
新
聞
（
11
月
24
日
発
表
）
で
は
、
内

閣
支
持
率
75
・
２
％
（
０・２
ポ
イ
ン
ト
減
）、

不
支
持
率
19
・
６
％
（
０・５
ポ
イ
ン
ト
増
）。

　

高
市
首
相
が
台
湾
有
事
の
際
に
存
立
危
機

事
態
と
認
定
し
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
で

き
る
可
能
性
に
言
及
し
た
国
会
答
弁
に
つ
い

て
は
、
適
切
だ
と
の
回
答
が
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
」
を
含
め
、
計
61
％
に
の
ぼ
っ
た
。

　

政
党
支
持
率
は
、自
民
党
27
・
６
％（
０
・

５
ポ
イ
ン
ト
減
）、
維
新
の
会
３
・
８
％

（
１
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
）、
立
憲
民
主
党
５
・

３
％（
１
ポ
イ
ン
ト
減
）、参
政
党
４
・
５
％

（
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
）、国
民
民
主
党
４
％

（
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
）。

　

懸
念
材
料
は

　

高
市
内
閣
の
施
政
は
国
民
か
ら
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
内
閣
支
持
率
と

自
民
党
支
持
率
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ

と
が
懸
念
材
料
だ
。

　

問
題
は
維
新
の
会
と
の
連
立
の
合
意
を

守
れ
る
か
だ
。

　

ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
は
年
末
に
廃
止

さ
れ
る
。
し
か
し
、
有
権
者
が
い
ち
ば
ん

期
待
す
る
「
食
料
品
に
か
か
る
消
費
税
率

ゼ
ロ
」
は
無
理
で
あ
る
。

　

自
民
党
の
基
盤
を
壊
す
企
業•

団
体
献

金
廃
止
も
無
理
。

　

衆
院
議
員
定
数
削
減
は
連
立
の
絶
対
条

件
で
あ
る
が
、
比
例
区
頼
り
の
小
党
ど
こ

ろ
か
自
民
党
内
に
も
抵
抗
勢
力
が
あ
る
。

落
と
し
ど
こ
ろ
は
？

　

も
っ
と
も
心
配
な
の
は
高
市
首
相
自
身
の

働
き
過
ぎ
に
よ
る
睡
眠
不
足
で
あ
る
。

　
『
１
泊
４
日
の
超
弾
丸
出
張
』。
11
月
22
日

か
ら
の
南
ア
フ
リ
カ
で
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
の

日
程
は
移
動
に
42
時
間
、
滞
在
は
36
時
間
。

　
「
午
前
３
時
、
公
邸
で
ひ
と
り
こ
も
る

高
市
首
相
」（
11
月
19
日
の
朝
日
新
聞
）。

そ
し
て
、
高
市
首
相
は
「『
群
れ
ず
に
ひ

と
り
で
抱
え
込
む
』。
高
市
首
相　

就
任

以
降
、
外
で
の
会
食
ゼ
ロ
」（
11
月
20
日

の
朝
日
新
聞
）。「
高
市
首
相
、
独
自
貫
い

た
１
ヵ
月
、
会
食
せ
ず
、
議
員
宿
舎
で
勉

強
漬
け
」（
共
同
通
信
11
月
21
日)

。

　

政
権
の
安
定
に
は
党
内
の
強
い
協
力
が

必
須
で
あ
る
。『
人
は
城
、
人
は
生
け
垣
、

人
は
堀
、情
け
は
味
方
、仇
は
敵
な
り
』（
武

田
信
玄
）
で
あ
る
。

　

チ
ャ
ン
ス
に
後
ろ
髪
は
な
い

　

先
に
い
け
ば
、
様
々
な
難
題
が
あ
る
。
通

常
国
会
前
が
衆
院
解
散
の
好
機
に
見
え
る

が
、
高
市
首
相
は
実
績
に
こ
だ
わ
る
。
し
か

し
、
チ
ャ
ン
ス
に
前
髪
は
あ
っ
て
も
後
ろ
髪

は
な
い
。
パ
ン
ダ
選
挙
（
１
９
７
２
年
12

月
10
日
投
票
）
を
想
起
す
る
。

　

１
９
７
２
年
９
月
29
日
の
日
中
国
交
正

常
化
に
と
も
な
い
11
月
に
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

バ
ン
ダ
２
頭
（
カ
ン
カ
ン
と
ラ
ン
ラ
ン
）

が
上
野
動
物
園
に
来
た
。
凄
ま
じ
い
パ
ン

ダ
ブ
ー
ム
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
11
月
13
日

に
衆
議
院
を
解
散
し
、
田
中
角
榮
首
相
は

胸
に
パ
ン
ダ
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け
、
自
民

党
両
院
議
員
総
会
で
檄
を
飛
ば
し
た
。

　

し
か
し
、
思
惑
は
外
れ
、
自
民
党
は
追

加
公
認
込
み
で
も
16
議
席
減
ら
し
た
。
取

ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
だ
っ
た
。

　

選
挙
は
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
有
権
者
に
賛

否
を
問
う
形
が
良
い
。
日
中
国
交
正
常
化

等
の
結
果
に
は
あ
ま
り
反
応
し
な
い
。

　

少
数
与
党
の
高
市
政
権
の
基
盤
は
脆
弱

で
あ
る
。

　
「
衆
議
院
を
解
散
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
政

権
は
強
く
な
り
、
改
造
す
る
ほ
ど
弱
く
な

る
」（
佐
藤
栄
作
首
相
）。

　

過
半
数
を
回
復
す
れ
ば
対
米
を
含
め
対

外
交
渉
能
力
が
高
ま
る
。
高
市
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
、
早
期
解
散
に
踏
み
切
る
か
注
目

だ
。

　

テ
レ
ビ
朝
日
（
11
月
16
日
発
表
）
で
は
、

内
閣
支
持
率
67
・
５
％
（
８
・
８
ポ
イ
ン

ト
増
）、
不
支
持
率
15
・
４
％
（
６
・
４
ポ

イ
ン
ト
減
）。

　

政
党
支
持
率
は
自
民
党
42
％
（
４
・
６

ポ
イ
ン
ト
増
）、
立
憲
民
主
党
７
・
１
％

（
１
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
）、
日
本
維
新
の
会

４
・
８
％
（
２
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
）、
国
民

民
主
党
５
・
１
％
（
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
）、

参
政
党
４
・
１
％
（
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
）。

　

毎
日
新
聞
（
11
月
23
日
発
表
）
で
は
、

「
日
中
関
係
悪
化
も
高
水
準
維
持
、
若
年

層
に
強
み
」
で
あ
る
。
内
閣
支
持
率
65
％

（
65
％
）、
不
支
持
率
23
％
（
22
％
）。

　

年
代
別
の
支
持
率
は
18
〜
29
歳
は
74
％

（
76
％
）、
30
代
の
76
％
（
70
％
）、
40
代

の
71
％
（
69
％
）。

　

読
売
新
聞
（
11
月
23
日
発
表
）
で
は
内

閣
支
持
率
は
72
％
（
71
％
）、
不
支
持
率

は
17
％
（
18
％
）。

　

政
党
支
持
率
は
、自
民
党
32
％（
32
％
）、

参
政
党
５
％
（
７
％
）、立
憲
民
主
党
５
％

（
６
％
）、
国
民
民
主
党
４
％
（
５
％
）、

日
本
維
新
の
会
４
％
（
５
％
）。

　

高
市
首
相
の
国
会
答
弁
を
き
っ
か
け

に
、
日
本
と
中
国
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い

る
。
高
市
内
閣
の
中
国
に
対
す
る
姿
勢
を

「
評
価
す
る
」は
56
％
と
半
数
を
超
え
、「
評


